
（別紙３） 

令和７年度 指定管理者業務実績シート 

 

                                                                         作成年月日 令和８年６月１日 

 

部 

 

 

経済部 

 

 

課 

 

 

工業振興課 

 

 

施設名・所在地 函館市産業支援センター（函館市桔梗町３７９番地３２） 

設置条例 函館市産業支援センター条例  

指定管理者名 

 

公益財団法人函館地域産業振興財団 

 

 

指定期間 

 

令和 4 年(2022 年)4 月 1 日 

～令和 9 年(2027 年)3 月 31 日 

指定管理者の特別

な要件 

インキュベーション・マネージャー（起業・成長に関する支援能力を有 

し，それを行う者）の配置が可能なこと。 

 選定 

 区分 

  公 募 

  非公募 

設置目的 
高度な技術を有する研究開発型企業および新規事業を展開する企業を育成し，特色ある企業の 

創出と地域産業の発展に資するため。 

設置年月 平成 10 年 4 月 3 日  建設費 364,628 千円 

構造規模等 

耐用年数 

構  造：鉄骨造り平屋建て 

敷地面積：3,000.48 ㎡ 

建物面積：1,058.81 ㎡ 

開館時間 

休館日等 

開館時間：９時～１７時 

休 館 日：日曜日，土曜日，国民の祝日に関する法律に規定する休日，1/2，1/3，12/29～31 

料金体系 

・函館市産業支援センター条例別表（第１０条関係）に定める使用料とする。 

※利用料金制の採用 □有 ・ ✓無 

 

１ 指定管理者が行う業務の内容および実施状況 

 

(1)管理業務 

  ・センターの維持管理に関すること（施設・設備の保守点検，清掃，警備，備品管理等） 

   ・使用許可等に関すること（開放施設の許可等） 

   ・入居者募集，入居相談，入居手続き，ＩＭの配置による入居者への経営支援等に関すること 

   ※ＩＭ＝インキュベーション・マネージャー（起業・成長に関する支援能力を有し，それを行う者） 

  ・入居者同士の交流，函館市・関係自治体および関係機関等との連携等に関すること 

   （関係機関等への連携・協力要請，入居者懇話会の開催等） 

   ※入居者懇話会について，令和６年度は開催時期見直し協議中のため令和７年度に延期 

  ・外部との交流の促進，情報発信等に関すること（展示会への出展） 

  ・入居者の事業進捗状況の把握，函館市への連絡・報告に関すること（利用者アンケート実施等） 

  ・創業等に関するイベント・補助金・助成金等の情報提供および申請支援に関すること 

   （新規事業セミナーの開催，融資制度の申請支援等） 

  ・施設のＰＲに関すること（ホームページ更新，パンフレット印刷，企業視察等での情報収集等） 

  ・入居者の情報交換に関すること 

   （関係団体連絡会議の開催）※令和６年度は開催時期見直し協議中のため令和７年度に延期 

  ・起業・創業等支援に関すること（新規事業セミナー，創業支援セミナーの開催等） 

(２)委託事業 

  ・函館市産業支援センター使用料の収納事務 

 

２ 市民サービス向上のためのその他の取り組み実績 

   ・特になし 

 

 

３ 市民ニーズの把握の実施状況 

   ・開放施設，入居施設利用者を対象としたアンケートの実施（開放施設：４月～３月，入居施設：３月実施） 

   回答件数：１９件 

   主な意見：駐車場が不便 

   対  応：北海道立工業技術センターの工事による台数制限が原因。令和７年度内に工事完了済みのため解決。 

 



４ 施設の利用状況（利用者数，稼働率など） 

     

 ・令和７年度の月別利用者数（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

 

８月 

 

９月 

 

10 月 

 

11 月 

 

12 月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

 

合計 

 

 

 

 

 

 

利用者数 
55 6 112 82 55 18 40 44 25 95 48 45 625 

 

 ・年度別利用者数等（単位：人，千円）          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 

 

令和４年度 

 

令和５年度 

 

令和６年度 

 

令和７年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者数 

 

６００ 

 

７７１ 

 

９０８ 

 

７２２ 

 

６２５ 

 

使用料収入 

 

２，８１６ 

 

１，４８３ 

 

２，１０５ 

 

２，１６８ 

 

２，９０９ 

 

 

５ 指定管理者の収支状況                                                 （単位：千円） 
                                                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 

 

令和５年度 

 

令和６年度 

 

令和７年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
収入 
 

 

 

 

 
委託料 ２０，９５０ ２１，０１０ ２１，０８１ ２１，１４２ 

 
その他収入 ０ ０ ５０ ３７ 

 
計 ２０，９５０ ２１，０１０ ２１，１３１ ２１，１７９ 

 
支出 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
人件費 ８，４５１ ７，６６６ ７，６６２ ８，６７５ 

 
管理費 １０，２４４ １０，２１８ １０，５７６ ９，９９２ 

 
 光熱水費 １，３９５ １，４６４ １，５８８ １，２８１ 

 
  役務費 ５８９ ６０３ ６１１ ６０８ 

 
  使用料賃借料 ２，３７９ ２，８０１ ２，４５５ ２，２１８ 

 
 委託料 ５，１６５ ４，４８３ ５，０３７ ５，４６７ 

 
 修繕費 ３３１ ８４５ ８８５ ４１８ 

 
  その他支出 ３８５ ２２ ０ ０ 

 
事務費 ５２４ ８６９ ４８３ ５６６ 

 
 消耗品費 ４６６ ７５８ ３８３ ５０５ 

 
 印刷製本費 ０ １１１ １００ ６１ 

 
  什器備品費 ５８ ０ ０ ０ 

 
事業費 ４０ ５２８ ４３７ ３８４ 

 
消費税等 ７９７ ６９７ ７５４ ９２９ 

 
計 ２０，０５６ １９，９７８ １９，９１２ ２０，５４６ 

 

当該施設の利用者一人当 

たり税金投入コスト ３１．４ ２０．８ ２６．３ ２９．２ 

 



 

６ モニタリングの実施状況および指定管理者に対する改善指示等の実施状況 

・「函館市産業支援センターの管理に関する協定書」に基づき提出される各種報告書等および実地調査により 

モニタリングを行っているが，その結果，特に改善等の指示を必要とするものはなかった。 

 

 

７ 指定管理者に対する評価 

 ① 指定管理者の自己評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

 

評価 

 

評価の内容 

 

課題と今後の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の履行

状況 

 

 

 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 

・使用料の徴収，施設の保守管理や入居

相談，入居者に対する支援など，協定に

基づき適切に業務を履行している。 

 

開設 27 年を経過し，各種施設の老朽化も進

んでいることから，函館市と連携を取りな

がら計画的な設備改修等に取り組んで参り

たい。 

 

 

 
 

サービスの

質の状況 

 

 

 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 

・利用者の要望を管理業務に適切に反 

映しているほか，利用者への情報提供も

積極的に行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

団体の経営

状況 

 

 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

 

・団体の経営状況は良好であり，指定 

管理業務における事業収支も適正で 

ある。 

 

今後も健全な運営を続けるため、経費節減

に努めて参りたい。                     

                                       

                            

 

 ② 市の指定管理者に対する実績評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 

 

評価 

 

評価の内容 

 

課題と今後の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務の履行 

状況 

 

 

 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 

・仕様書等に基づく委託管理業務は適正

に履行されている。 

 

 

 

・今後も適正な業務の履行に努めていただ

きたい。 

 

 

サービスの

質の状況 

 

 

 

□Ａ 

■Ｂ 

□Ｃ 

□Ｄ 

 

・利用者の要望等が管理業務に適切に 

反映されており,利用者への情報提供 

も積極的に行われている。 

 

 

・今後も施設利用者に対するきめ細かなサ 

ービスを提供していただきたい。 

 

 

 

団体の経営

状況 

 

 

■Ａ 

□Ｂ 

□Ｃ 

 

・団体の経営状況は良好であり，指定 

管理業務における事業収支も適正で 

ある。 

 

・今後も適正な団体経営に努めていただき

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「業務の履行状況」「サービスの質の状況」 
 Ａ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準以上がなされている。 
 Ｂ 協定書を遵守し，事業計画書及び仕様書の水準どおり行われている。 
 Ｃ 協定書の遵守しているが，事業計画書及び仕様書の水準をやや満たしておらず，課題がある。 
 Ｄ 協定書や事業計画書に不履行がある。または，業務水準を満たしていない。 
 
◎「団体の経営状況」 
 A 事業収支，経営状況に問題はない。 
 B 事業収支，経営状況の今後に注意を要する。 
 C 事業収支，経営状況に早急な改善を要する。 


